
　

　デルフィニウムは、澄んだ青色を基調とした鮮やかな花が特徴的で品種、色が豊富で、
さまざまなシーンで使用されているとても人気のある切り花です。
　堀浦の吉岡和幸さん（写真中央）は、デルフィニウムの栽培を始めて３３年目。妻の妙
子さん、息子の健太さんの３人で２０ａを栽培しています。２月中旬から収穫が始まり、
３月末まで続きます。
　柔らかな風合いの花をたくさんつけるデルフィニウム、大切な方への贈り物にいかがで
すか。
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（2）令和６年３月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

２
月
７
日
、
市
と
Ｊ
Ａ
は
Ｊ
Ａ
本
店

で
令
和
５
年
度
え
び
の
市
農
業
振
興
大

会
を
開
き
ま
し
た
。
地
域
の
農
林
水
産

業
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
日
本

お
米
向
上
委
員
会
主
催
の
お
米
番
付
の

８
選
に
入
選
さ
れ
る
な
ど
、
え
び
の
市

の
米
の
知
名
度
を
高
め
ら
れ
た
東
川
北

の
井
上
義
人
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
栗

部
会
長
や
宮
崎
県
果
樹
振
興
協
義
会
の

栗
部
会
長
を
務
め
ら
れ
、
現
在
も
活
躍

中
で
あ
る
大
明
司
の
尾
山
實
文
さ
ん
、

元
Ｊ
Ａ
女
性
部
部
長
や
Ｊ
Ａ
女
性
部
65

歳
以
上
の
お
も
と
部
会
長
を
10
年
勤
め
、

現
在
も
現
役
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る

浦
の
古
城
房
子
さ
ん
の
３
人
が
え
び
の

市
農
林
水
産
業
功
労
者
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
京
都
府
の
株
式
会
社
八

代
目
儀
兵
衛 

代
表
取
締
役
の
橋
本
儀
兵

衛
さ
ん
に
よ
る
「
常
識
を
覆
す
お
米
の

流
通
改
革
～
コ
メ
農
業
の
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
戦
略
と
そ
の
先
～
」
の
ほ
か
、
西

諸
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

農
業
経

営
課
長
の
黒
木
修
一
さ
ん
に
よ
る
「
稲

作
に
お
け
る
中
干
の
重
要
性
」
の
２
つ

の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
役
員
の
報
酬
額

を
審
議
す
る
役
員
報
酬
審
議
会
（
生

産
部
会
・
組
織
代
表
・
学
識
経
験
者

等
で
構
成
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
小

吹
敏
博
組
合
長
か
ら
「
令
和
６
年
度

役
員
報
酬
額
」
の
諮
問
を
受
け
、
審

議
会
員
９
人
が
慎
重
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

審
議
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
２

月
19
日
、
篠
原
一
利
委
員
か
ら
小
吹

組
合
長
へ
答
申
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
答
申
を
も
と
に
理
事
会
で

審
議
し
、
総
代
会
へ
議
案
と
し
て
提

出
し
ま
す
。
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役
員
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を
答
申

え
び
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市
農
業
振
興
大
会

え
び
の
市
・
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

栗の剪定講習会を開催
　ＪＡ栗部会は１月２６日、蕨南隆さんの圃場
で剪定講習会を開催。生産者４６人が参加しま
した。
　栗部会では低樹高栽培に取り組んでおり、剪
定が必須作業です。ＪＡ職員の山下賢太職員が
剪定方法を説明し、参加者は枝の太さや向き、
光の当たり方などを考えながら剪定しました。
夏には今回剪定した枝の生育状況を確認する予
定です。

ＪＡえびの市が
優績組合として表彰

　ＪＡ共済連宮崎は、共済事業において「ひと・
いえ・くるま」の総合保障の提供が顕著だった
ＪＡに対し表彰を行っており、今回ＪＡえびの
市が優績組合として表彰を受けました。
　２月２０日、ＪＡ本店で表彰式が行われ、Ｊ
Ａ共済連宮崎の坂本亨本部長より小吹敏博組合
長へ賞状が贈呈されました。
　ＪＡえびの市は今後も組合員ならびに地域住
民の皆さまにご満足いただけるよう、ニーズに
寄り添いながらさらなるサービス向上に努めて
まいります。

農産物鑑定会　優秀賞を獲得
　２月２１日、宮崎県ＪＡ農産物検査協議会が
主催する鑑定会が開かれ、各ＪＡの農産物検査
員２４人が検査の技術を競いました。うるち玄
米３５点ともち玄米５点について等級検査や銘
柄鑑定を行い、当ＪＡ農産園芸課の朝倉章太さ
んが優秀賞に輝きました。
　来年３月に東京都で開催されるＪＡグループ
全国農産物鑑定会に県代表として出場します。
　なお、最優秀賞にはＪＡ尾鈴の河野直樹さん
が選ばれました。

チーム「道の駅えびの」への応援
ありがとうございました

　２月４日に開催された第７８回南九州駅伝競
走大会に、「道の駅えびの」がえびの市のチー
ムとして４年ぶりに出場しました。
　えびの市真幸地区体育館前をスタートし、都
城市立美術館前をゴールする６１．３ｋｍの
コースで、チーム「道の駅えびの」は全４２チー
ム中３７位の成績でした。優勝は「大牟田高校
Ａ」でした。
　沿道でのたくさんの温かい声援をいただき、
ありがとうございました。



（4）令和６年３月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　　農薬使用によるミツバチへの危害防止について
　　国内では、農薬の使用に伴って発生した疑いのある被害事例が報告されています。
　以下の点に注意して、ミツバチへの被害軽減対策に取り組みましょう。

農家・養蜂家の皆様へ

御理解と御協力をお願いいたします

◎農家の皆様へ
農薬散布に当たって御注意頂きたいこと
・農薬ラベルを確認しミツバチに影響がある農薬を使用する際は特に注意をしましょう
・散布ほ場周辺でミツバチが飼育されていないか確認しましょう
・ミツバチの活動が盛んな時間帯（午前８時～１２時まで）を避けて、できるだけ早朝、夕刻に散布
  しましょう

◎養蜂家の皆様へ
巣箱設置に当たって御注意いただきたいこと
・自分の巣箱の位置情報を事前に知らせましょう（「蜜蜂飼育届」を西諸県農林振興局に提出）
・農薬散布計画の積極的な情報入手に努めましょう
・被害が考えられる場合は、速やかに西諸県農林振興局畜産担当（0984-23-3166）に
  情報提供して下さい

「農薬の安全使用」と「はちみつ安定生産」のために

JAからのお知らせ
ＪＡ休業日のお知らせ

３月２０日㈬
春分の日

ＪＡは全部門休業します

道の駅えびのは営業しています

相続無料相談会
　農地や貯金の相続でお悩みの方のご相談をお待
ちしております。事前に電話でお問い合わせの上
お越しください。

開催日　３月２７日（水曜日）
場　　所 時　　間
真 幸 支 店 午前10時30分～午前11時30分
加久藤支店 午後１時～午後2時
飯 野 支 店 午後2時30分～午後3時30分
お問い合わせ先　審査課　TEL３３−３１０７

給油所臨時休業のお知らせ
決算棚卸のため、下記のとおり各給油所を休業させていただきます。
お客さまには大変ご不便をお掛けいたしますが、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

臨時休業日　３月３１日（日曜日）
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ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな

ＪＡからの大切なお知らせ  
 

いつも JAバンクをご利用いただきありがとうございます。 

このたび令和６年４月１日 をもって、県下１３農協が合併して、  

「宮崎県農業協同組合」（愛称：ＪＡみやざき）  
に生 まれかわります。 
合併に伴い、ＡＴＭのサービス停止のほか、サービス利便性の向上を目的としたシステム更改等に伴い、
各種サービスの一時停止をさせていただきます。 
ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

すべての

サービス

休止日

一部の

サービス

休止日

３月１０日
日曜日

6：30～9：00

４月２９日
月曜日・祝日
0：00～24：00

５月１８日
土曜日

21：00～翌8：00

５月２６日
日曜日

0：00～24：00

７月１４日
日曜日

6：30～9：00

７月１５日
月曜日・祝日
0：00～24：00

８月１７日
土曜日

21：00～翌8：00

合併

に伴う

休止日

３月３０日
土曜日

0：00～24：00

３月３1日
日曜日

0：00～24：00

４月1日
月曜日

6：30～9：00

ATM振込は県内JA間が可
能ですが、翌営業日扱いと
なります。

ペイジー取引および振込
時の口座確認機能は休止
します。

３月29日
金曜日

17：00～24：00

合併後も

現在 お使いの通帳 およびキャッシュカード は、当ＪＡのＡＴＭ等でそのままご使用できます。

当店ATMは 時から
ご使用できません

当店ATMは 時まで
ご使用できません

県内 県外

県内

県内

県外

県外

１７ 当店ＡＴＭは８時 45分
よりご使用できます 
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

ご紹介方法▶裏面の「お友達ご紹介シート」にご記入のうえ、お近くのJA窓口までお持ちください。

※数に限りがございますので、お早めにご来店ください。 ※先着順となりますのでご了承ください。 ※ATMでのお取引のお客様は通帳を窓口までお持ちください。

●年金振込指定の貯金通帳等をご持参ください。
お1人様1個限り！

年金振込日にご来店いただいた方へ
素敵なプレゼントをご用意！！年金感謝デー

令和6年 令和6年 令和6年 令和6年 令和6年 令和6年
2月15日○木 4月15日○月 6月14日○金 8月15日○木 10月15日○火 12月13日○金

JAバンク宮崎JAバンク宮崎JAバンク宮崎

期間中に、JAで年金を
お受取り頂けるお友達・
お知り合いの方※を
ご紹介ください！

期間中に、JAで年金を
お受取り頂けるお友達・
お知り合いの方※を
ご紹介ください！
※これから年金のお受取りを開始する方、または年金のお受

　取り口座をJAに変更していただける方が対象です。

ご紹介者
さまへ

 期間：令和6年2月1日（木）～令和7年3月31日（月）

除菌で流せる
トイレクリーナー

30枚入

令和7年
2月14日○金

ハッピーターン
いちごミルク
キャンディーいなだ甘納豆

ＮＥＷキッチンパック
50枚入 ハニードーナツ フレンチパピロ

宮崎
●写真はイメージです。 実際の商品とは異なる場合がございます。

※詳しくは、お近くのJA窓口へお気軽におたずねください。

年金「お友達ご紹介」特典年金「お友達ご紹介」特典年金「お友達ご紹介」特典
ご紹介され

た方が

年金振込を
ご指定頂く

と

お好きな商
品を

おひとつプ
レゼント！

COBハイパワー2WAY
ランタンライト ライオン キッチンセット リル再生PET保冷温

ショッピングバッグ
※実際の商品は写真と異なる場合がございます。

※色は選べません。

※単三乾電池3本使用（別売）
使用例→

■お問い合わせ先
　ＪＡえびの市　金融課
　ＴＥＬ：３３－３１０３
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さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉

◎ちょっと

○
ま る

○
ま る

なはなし

ほおずき通信
（JA 女性部通信）

◆お問い合わせ◆　生活課　33－5743　生活館 夢工房　35－1810

じゃがいも

　１月２９日、新旧班長会が行
われ昼の部７０人、夜の部７人
の参加がありました。「ＪＡの
しくみについて」「班長の役割
について」等の話しがあり、そ
の後花の寄せ植えをし楽しい交
流を図りました。

作り方
●はまぐりと菜の花の鉢蒸し
①ボウルに卵を割り入れてよく溶き、牛乳、めんつゆを合わせる。
②はまぐりは殻をこすりあわせてよく洗い、酒蒸しにする。貝を取り出して

残った汁はペーパータオルで漉して①に加える。
③器に貝と菜の花を入れて①を注ぎ、ラップをかける。
④蒸し器（深めの鍋などでも可）に湯を沸かし、③を入れて強火で3〜5

分間、弱火に変えて10分間蒸す。※器の大きさ、材質により加熱時間
は変わります。

●苺の牛乳甘酒
①牛乳と甘酒を鍋に加えて温め、フォークでつぶした苺を入れて混ぜる。

定番具材でも牛乳
で減塩

はまぐりと菜の花の
鉢蒸し・

苺の牛乳甘酒

レシピ●料理家・管理栄養士 小山浩子さん
出典●Jミルク「乳和食サイト」

●はまぐりと菜の花の鉢蒸し
　

基本
　卵………………………………… １個

　　　　牛乳……………………………180ml
　　　　麺つゆ（3倍濃縮）………… 小さじ1
　菜の花（下ゆでして3cm長さに切る）…50g
　はまぐり………………………………… ８個
　酒…………………………………… 大さじ２
●苺の牛乳甘酒
　牛乳……………………………………180ml
　甘酒……………………………………100ml
　苺………………………………………… ５個

材料（2人分）

　２月９日、飯野コミュニティセンター
でフレミズ交流会が行われました。
　子供たちと一緒に米粉料理を作り楽し
い時間を過ごしました。

ビオラ
ガザニア
なでしこ
葉ボタン
金魚茸
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
２
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

２
月
13
日
～
15
日
の
３
日
間
、
西
諸
畜
連
で
、

２
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
成

績
は
表
の
通
り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解
約
や
値
引
き
等

発
生
し
な
い
よ
う
に
、
飼
養
管
理
に
は
充
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
子
牛
生
産
検
査
以
降
に
発

生
し
た
ケ
ガ
や
尿
石
等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ

な
こ
と
で
も
気
付
い
た
点
は
、
担
当
者
に
相
談

す
る
か
、
ま
た
は
セ
リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
畜

産
課（
☎
３
３

−
５
７
４
７
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
２
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

２
月
２
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
２
月
期
子
牛
品
評
会

を
開
催
し
ま
し
た
。成
績
は
、下
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
下
見
を
し
ま
す
。
出

品
希
望
の
あ
る
方
は
畜
産
課(
☎
３
３

−

５
７
４
７)

ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
２
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

２
月
６
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
８
頭
が
出
品
さ
れ
、
成
績
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

営
農
情
報

令和６年２月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回(６年２月) 前回(６年１月) 前年(５年２月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 103 514,650 88 476,663 37,987 74 593,078 △78,428

去勢 115 621,127 111 581,137 39,990 99 683,033 △61,906

計 218 570,819 199 534,937 35,882 173 644,555 △73,736

令和６年２月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

壱等賞 ふ く ふ じ 中 村 友 哉

弐等賞 は く つ き 吹 上 裕 樹

〃 き ら め き 4 3 色 増 拓 真

〃 第 9 8 8さつき 坂 元 幸 保

〃 み ど り 塩 屋 大 吾

〃 第985ふじみほ 坂 元 幸 保

〃 さ く ら 伊 塚 公 俊

〃 ふくひろかつ 深 瀬 浩 一
※壱等賞・弐等賞は、序列は付けてありません。

令和６年２月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 ふ く ふ じ 中 村 友 哉

壱等賞１席 は く つ き 吹 上 裕 樹

壱等賞 きらめき４３ 色 増 拓 真

〃 第 9 8 8さつき 坂 元 幸 保

〃 み ど り 塩 屋 大 吾

〃 第985ふじみほ 坂 元 幸 保

〃 さ く ら 伊 塚 公 俊

〃 ふくひろかつ 深 瀬 浩 一

弐等賞 は く ひ で 吹 上 和 也

〃 さ つ き 狩 集 高 雄

〃 き ら め き 4 4 色 増 拓 真

〃 さ つ き 塩 屋 大 吾
※壱等賞 1席以降の序列は付けてありません。

◎
畜
産
関
係
◎
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「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

分娩兆候のチェック

１．分娩の兆候
（１）分娩が近づく

　外陰部が腫れたり、尾根部の周りがくぼんで筋肉が柔らかくなります。また、
乳房が張ってきて血管が浮き出たりします。

（２）分娩１〜２日前
　外陰部からの粘液が認められ、その粘液が次第に柔らかさを増します。分娩２
日前頃から体温が低下し、特に分娩前日には著しい体温の低下が見られます。

（３）分娩当日
　尾の付け根の周りが顕著にくぼみ、尾根部の筋肉が柔らかくなります。また、
尾を上げる頻度が多くなります。

　分娩時の立会いが分娩事故に防止するのに有効であることから、分娩予定日が近づいたら、朝・
昼・夕・夜の最低１日４回は母牛の観察をし、分娩に備える必要があります。

　分娩日の予測には体温の測定が有効であります。牛の体温は通常、朝は低く夕方にかけて上昇
しますが、分娩の２～３日前から体温は前日の同時刻よりも低く推移し、陣痛に至ります。つまり、
体温により分娩時期を判断する場合には分娩予定日の数日前から一定の時刻に体温測定を行う事
も効果的であります。

ＪＡ宮崎経済連和牛枝肉共励会　
　２月２０日、（株）ミヤチク都農工場でＪＡ宮崎経済連和牛枝肉共励会が開催され、ＪＡえびの市
管内から５人が出品しました。成績は以下のとおりです。
　当管内から出品した(有)立山畜産が優秀２席を獲得しました。共進会全体では、平均枝肉重量
５３２.７kg、平均単価はkgあたり３,１３２円で取引されました。

出荷者名
（敬称略）

性別
血統

生年月日 体重
(㎏)

枝肉
重量
(㎏)

Ｂ
Ｍ
Ｓ

等級
父 母の父 母の祖父

㈲ 立 山 畜 産 去勢 勝美利 耕富士 秀正実 R3.8.5 792 530.6 12 A5

吉 留 　 弘 去勢 福晴茂 耕富士 福之国 R3.9.29 842 536 12 A5

宮 原 智 憲 去勢 満天白清 耕富士 美穂国 R3.9.19 846 558.8 10 A5

丸 尾 伸 一 去勢 神照栄 耕富士 美穂国 R3.8.8 836 540.3 9 A5

下 　 屋 　 日 出 夫 去勢 福晴茂 忠国桜 福之国 R3.10.23 870 562.2 6 A4
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営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

人
も
イ
チ
ゴ
も
健
康
管
理
を
行
っ
て
、

後
半
の
収
量
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
！

①
草
勢
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

・
日
中
は
高
温
に
な
ら
な
い
よ
う
に
20
℃

で
早
め
の
換
気
を
行
う
。
夜
温
は
外
気

温
が
５
℃
以
下
に
な
ら
な
い
限
り
二
重

ビ
ニ
ー
ル
は
閉
め
な
い
。

・
生
育
が
旺
盛
に
な
る
に
つ
れ
て
、
灌
水

量
を
増
や
し
て
い
く
。

・
玉
だ
し
や
株
整
理
は
早
め
に
行
う
。

・
収
穫
が
終
了
し
た
果
梗
枝
は
早
め
に
除

去
す
る
。

・
摘
果
は
Ｓ
玉
以
下
を
除
去
し
、
草
勢
が

弱
い
株
は
強
め
の
摘
果
を
す
る
。

②
電
照
打
切
り

・
打
切
り
の
目
安
は
３
月
中
旬
頃
だ
が
、

着
果
負
担
が
見
ら
れ
る
場
合
や
日
中
の

温
度
が
低
温
で
推
移
し
て
い
る
場
合
は

遅
ら
せ
る
な
ど
し
て
対
応
す
る
。

③
収
穫
作
業

・
収
穫
は
午
前
10
時
ま
で
に
は
終
了
し
、

予
冷
庫
で
２
時
間
程
度
果
実
を
冷
や
す
。

（
設
定
温
度
５
℃
）

・
果
実
が
傷
ま
な
い
よ
う
収
穫
カ
ゴ
へ
の

入
れ
す
ぎ
に
は
注
意
す
る
（
厳
守
）
。

④
玉
だ
し

・
さ
が
ほ
の
か
は
必
ず
行
う
作
業
。
色
の

出
な
い
も
の
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
に
つ
い

て
は
、
別
途
販
売
に
な
る
の
で
注
意
す

る
。

☆
生
姜

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

定
植
前
の
最
終
確
認

　

３
月
上
旬
ま
で
に
は
土
壌
消
毒
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
バ
ス
ア
ミ
ド
で
の
消
毒
の
場

合
、
土
壌
水
分
が
適
当
か
を
確
か
め
（
軽

く
握
っ
て
く
ず
れ
な
い
程
度
）
、
鎮
圧
を

行
っ
て
ビ
ニ
ー
ル
等
で
20
日
間
程
度
被
覆

し
ま
す
。
使
用
上
の
注
意
を
確
認
し
、
ガ

ス
抜
き
は
２
回
以
上
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
菊

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

夏
菊
採
穂
の
時
期
に
入
り
ま
す
。
健
全

で
充
実
し
た
穂
を
確
保
す
る
た
め
に
、
必

ず
採
穂
前
に
殺
菌
剤
の
散
布
を
十
分
に
行

い
、
圃
場
内
に
病
害
を
持
ち
込
ま
な
い
管

理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

穂
を
採
る
時
は
老
化
し
て
お
ら
ず
（
手

で
簡
単
に
折
り
採
れ
る
程
度
に
柔
ら
か

く
）
、
太
さ
が
揃
っ
て
い
る
も
の
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

☆
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム（担

当
：
的
場
未
紗
）

　

気
温
が
高
く
な
る
時
期
に
入
り
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
に
よ
る
葉
先
の
焼
け
が

懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
品
質
向
上
の
た
め

カ
ル
シ
ウ
ム
剤
の
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ハ
ウ
ス
の
換
気
に
努
め
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
的
場
未
紗
）

　

採
花
後
期
に
入
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

温
度
管
理
（
昼
間
は
で
き
る
だ
け
換
気
、

夜
温
は
最
低
5
℃
）
と
高
温
時
に
は
寒
冷

紗
の
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
に
入
り
ま
す
と
球
根
の
養
成
期
に

入
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
株
は

早
め
に
抜
き
処
分
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
灌
水
の
期
間
も
徐
々
に
広
げ
て
い
き

水
を
切
っ
て
い
き
ま
す
。
養
成
期
間
中
も

球
根
腐
敗
を
防
ぐ
た
め
に
定
期
的
な
防
除

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ズ（

担
当
：
的
場
未
紗
）

　

新
し
い
芽
が
出
て
き
て
伸
長
開
始
時
期

に
入
り
ま
す
。

　

日
中
の
気
温
が
高
く
な
る
時
期
で
は
あ

り
ま
す
が
、
時
折
の
寒
波
で
発
生
す
る
霜

害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
霜
対
策
と
し
て
不

織
布
な
ど
の
被
覆
資
材
（
パ
オ
パ
オ
）
な

ど
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
使
用
法
と

し
て
、
気
温
が
高
い
日
中
は
被
覆
を
開
放

し
、
（
葉
焼
け
や
蒸
れ
の
リ
ス
ク
を
回

避
）
風
通
し
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

晴
れ
の
日
や
風
が
弱
く
気
温
が
３
℃
近
く

ま
で
下
が
る
よ
う
な
日
に
も
同
じ
よ
う
な

症
状
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

４
月
中
下
旬
の
定
植
に
向
け
て
早
め
に

圃
場
の
準
備
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
排

水
対
策
に
つ
い
て
は
、
圃
場
の
内
側
に
排

水
路
を
設
け
、
水
は
け
の
良
い
圃
場
環
境

を
整
備
し
て
か
ら
定
植
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

ハ
ウ
ス
ゴ
ー
ヤ
ー
の
定
植
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
土
壌
診
断
結
果
を
基
に
適
正
な

施
肥
を
行
い
、
定
植
の
２
週
間
前
ま
で
に

は
マ
ル
チ
張
り
ま
で
終
え
る
よ
う
に
し
、

地
温
を
16
℃
以
上
確
保
し
て
定
植
が
行
え

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

定
植
時
に
は
ア
ド
マ
イ
ヤ
―
１
粒
剤
を

１
株
当
た
り
１
～
２
ｇ
の
量
で
植
穴
土
壌

混
和
し
て
初
期
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
対
策
を
行

い
、
定
植
後
１
週
間
以
内
に
ダ
コ
ニ
ー
ル

１
０
０
０
を
散
布
し
て
初
期
の
病
害
防
除

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
活
着
前
の
強

風
に
よ
る
蔓
の
損
傷
を
防
ぐ
た
め
に
、
定

植
後
は
速
や
か
に
支
柱
設
置
や
テ
ー
プ

ナ
ー
止
め
な
ど
の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

定
植
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
定
植
時
に

は
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
を
１
株
当
た
り
１
～

２
ｇ
の
量
で
植
穴
土
壌
混
和
し
、
ア
ブ
ラ

ム
シ
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
な
ど
の
害
虫
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

定
植
後
１
週
間
以
内
を
目
安
に
ダ
コ

ニ
ー
ル
１
０
０
０
を
散
布
、
硫
黄
粉
剤
50

を
株
間
（
畝
上
）
散
布
し
て
基
本
的
な
病

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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害
の
予
防
的
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

植
付
の
深
さ
は
畝
面
と
根
鉢
上
面
の
高

さ
が
揃
う
よ
う
に
定
植
し
、
根
締
め
の
手

灌
水
に
よ
っ
て
１
㎝
程
度
の
浅
植
え
と
な

る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
深
植
え
に

す
る
と
疫
病
の
発
症
を
助
長
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

定
植
後
の
糸
つ
り
作
業
に
遅
れ
が
で
な

い
よ
う
早
目
の
準
備
を
進
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

定
植
時
期
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
苗
の

徒
長
防
止
や
定
植
後
の
自
然
環
境
に
対
す

る
耐
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
定
植
４

～
５
日
前
か
ら
水
切
り
を
し
て
苗
の
順
化

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

植
付
の
深
さ
は
、
根
鉢
の
上
に
１
㎝
程

度
土
が
覆
土
さ
れ
る
よ
う
に
や
や
深
植
え

で
行
い
ま
し
ょ
う
。
定
植
後
の
活
着
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
が
そ
の
後
の
良
好
な

生
育
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
定
植
時
に
は

十
分
灌
水
を
行
っ
て
活
着
促
進
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

　

定
植
後
10
日
ま
で
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ス

タ
ー
Ｐ
乳
剤
を
散
布
、
定
植
後
２
～
３
週

間
後
に
中
耕
・
土
寄
せ
し
て
雑
草
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
玉
ね
ぎ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

病
気
の
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な
る
の

で
、
予
防
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
軟
腐

病
な
ど
の
立
枯
れ
性
の
罹
病
株
は
見
つ
け

次
第
早
目
に
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

〈
予
防
剤
〉

　

ド
イ
ツ
ボ
ル
ド
ー　

Ａ　
　
　
　

　

希
釈
倍
率
：
５
０
０
～
１
０
０
０
倍

（
対
象
：
軟
腐
病
、
べ
と
病
、
白
色
疫
病
）

　

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
４
０
０
～
６
０
０
倍　

 

　

使
用
時
期
：
収
穫
３
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
５
回
以
内

（
対
象
：
灰
色
か
び
病
、べ
と
病
、白
色
疫
病
）

　

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０

　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
６
回
以
内

（
対
象
：
灰
色
か
び
病
、べ
と
病
、白
色
疫
病
）

〈
治
療
剤
〉

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｃ
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
６
０
０
～
８
０
０
倍

　

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

（
対
象
：
べ
と
病
、
白
色
疫
病
）

　

リ
ド
ミ
ル
ゴ
ー
ル
ド
Ｍ
Ｚ

　

希
釈
倍
率
：
５
０
０
～
１
０
０
０
倍

　

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

（
対
象
：
べ
と
病
、
白
色
疫
病
）

☆
加
工
甘
藷

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

苗
床
で
も
基
腐
病
に
対
す
る
注
意
が
必

要
で
す
。

・
周
囲
の
株
に
比
べ
て
生
育
が
悪
い
、
株

の
萎
縮
が
み
ら
れ
る

・
下
葉
か
ら
中
位
の
葉
を
中
心
に
葉
の
変

色
、
枯
死
が
み
ら
れ
る

・
地
際
部
の
つ
る
の
黒
変
が
み
ら
れ
る

　

基
腐
病
で
は
以
上
の
よ
う
な
症
状
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
疑
わ
し
い
株

に
つ
い
て
は
抜
き
取
り
を
行
い
農
薬
の
散

布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
灌
水
の

都
度
、
疑
わ
し
い
株
が
無
い
か
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

黒
あ
ざ
病
（
芋
の
表
皮
が
茶
色
く
変
色

す
る
が
腐
敗
し
て
い
な
い
）
の
発
生
も
見

ら
れ
ま
す
。
登
録
農
薬
は
無
い
た
め
、
昨

年
度
の
作
付
圃
場
で
怪
し
い
芋
が
あ
っ
た

場
合
は
再
度
圃
場
選
定
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

〈
基
腐
病
登
録
農
薬
〉

予
防
剤

　

Ｚ
ボ
ル
ド
ー　

　

希
釈
倍
率
：
５
０
０
倍

　

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

　

ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　

散
布
液
量
：
２
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

治
療
剤
　

　

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

　

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
倍

　

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
14
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

☆
里
芋

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

芽
出
し
作
業
が
遅
れ
る
と
芽
が
焼
け
、

生
育
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

定
期
的
な
圃
場
の
観
察
を
行
っ
て
作
業
遅

れ
が
出
な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
芽
が
出
揃
っ
た
ら
ジ
ー
フ
ァ

イ
ン
水
和
剤
（
１
０
０
０
倍
）
＋
展
着
剤

（
ス
カ
ッ
シ
ュ
：
１
０
０
０
倍
）
で
予
防

散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
圃
場
内

に
水
溜
り
等
が
出
来
な
い
よ
う
排
水
対
策

を
し
っ
か
り
と
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

　

圃
場
周
辺
の
見
回
り
も
行
い
、
野
良
芋

が
無
い
か
の
確
認
を
行
な
い
あ
っ
た
際
は

抜
き
取
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
農
産
園
芸
課
（
☎

３
３

−

５
７
５
６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。農業用廃プラスチック集積日

３月の集積日は

３月19日(火曜日)です
◎ポリフィルム（マルチ・肥料袋等）
　集積場所　 えびの市一般廃棄物最終処分場
　時　　間 　午前９時～午後４時
　※ビニールとポリマルチは混ぜないようにして
　　ください。
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☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

１
．水
田
の
土
壌
診
断
を
依
頼
さ
れ
る
方
は
、

早
め
の
土
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
に
お
け
る
要

件
の
一
つ
で
あ
る
土
壌
診
断
を
依
頼
さ
れ

る
方
が
多
く
、
結
果
通
知
ま
で
か
な
り
の

時
間
を
要
し
て
お
り
ま
す
。
依
頼
を
さ
れ

る
方
は
例
年
よ
り
も
時
間
が
か
か
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
お
早
め
に
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

土
作
り
は
作
物
栽
培
の
基
本
で
す
。
土

作
り
を
行
う
上
で
、
土
壌
診
断
は
目
に
見

え
る
形
で
改
善
箇
所
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
土
壌
診
断
の
結
果
に
よ
っ
て

は
、
今
作
に
お
い
て
不
要
な
部
分
を
知
り
、

不
必
要
な
資
材
を
省
く
こ
と
で
費
用
を
抑

え
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

※
土
壌
診
断
の
手
順
に
基
づ
き
土
を
採
取

し
て
十
分
乾
燥
さ
せ
た
後
、
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
提
出
の
際
、
申
込
み
用
紙
へ
必
要
事
項

を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、
提
出
さ

れ
る
土
を
入
れ
て
あ
る
袋
に
も
自
治
会
、

氏
名
、
圃
場
名
を
わ
か
る
よ
う
に
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
配
布
し
て
お
り
ま
す
水
稲
苗
・

資
材
等
申
込
み
用
紙
の
中
に
も
土
壌
診

断
依
頼
の
用
紙
を
設
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
活
用
下
さ
い
。

※
１
点
当
た
り
１
，
０
０
０
円
の
診
断
料

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
稲
作
（
水
田
）
の
土
壌
診
断
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、農
産
園
芸
課
（
３
３

−

５
７
５
６
）
ま
で
お
気
軽
に
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

２
．
水
稲
苗
を
申
し
込
み
さ
れ
た
皆
様
へ

の
お
願
い

　

今
年
の
水
稲
苗
の
申
込
み
に
関
し
ま
し

て
は
、
昨
年
同
様
、
次
の
対
応
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
育
苗
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
苗
（
稚
苗
）

の
受
け
渡
し
は
業
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
原
則
と
し
て
配
達
の
み
の
対
応

と
な
っ
て
お
り
、
苗
の
自
己
取
り
に
つ

い
て
は
原
則
対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
配
達
は
田
植
え
予
定
日
の
前
日

ま
た
は
、
前
々
日
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
が
、
田
植
希
望
が
集
中
す
る
時
期
は

配
送
日
が
前
倒
し
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
と
「
ヒ
ヨ
ク
モ
チ
」

を
一
緒
に
ご
注
文
さ
れ
て
い
る
方
は
、

苗
を
圃
場
に
運
搬
す
る
際
や
植
付
け
す

る
際
に
品
種
の
取
り
間
違
え
が
な
い
よ

う
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。育
苗
セ
ン
タ
ー

で
は
箱
の
色
に
よ
っ
て
品
種
の
区
分
け

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
植
付
す
る

時
期
を
品
種
に
よ
っ
て
変
え
る
こ
と
も

品
種
の
間
違
い
を
防
ぐ
対
策
に
な
り
ま

す
。

　
　

播
種
渡
し
苗
（
芽
出
し
苗
）
に
つ
き

ま
し
て
も
、
申
し
込
み
期
日
に
つ
い
て

は
、
６
月
１
日
以
降
が
田
植
え
予
定
と

な
る
申
し
込
み
か
ら
お
受
け
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
一
日
あ
た
り
に
播
種
出
来

る
枚
数
に
限
度
が
あ
る
事
か
ら
受
渡
し

日
の
調
整
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
直
前
に
な
っ
て
苗
の
受
取
日
の
変
更
を

さ
れ
る
事
例
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
当
初
の
田

植
え
希
望
日
に
合
わ
せ
て
育
苗
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
直
前
の
変
更
は
全

体
の
供
給
計
画
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

直
前
の
変
更
は
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
出
来
る
だ
け
早

め
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
ま
で
の
連
絡
先

　

農
産
園
芸
課
：
３
３

−

５
７
５
６

５
月
以
降
の
連
絡
先

　

白
鳥
育
苗
セ
ン
タ
ー
：
３
３

−

０
７
５
６

◎
農
産
関
係
◎

営営
農
情
報

土
壌
診
断
を
し
ま
し
ょ
う

3．提出の手順
　ビニール袋に入れ自治会・氏名・
圃場名をご記入のうえ、ＪＡえびの
市農産園芸課までお申し込みくださ
い。提出の際は申込用紙にも必要事
項のご記入をお願いします。

2．土を採る深さ
　深さ10cmぐらいの所の土を
採る。この時、表面の土が混ざ
らないように注意する。
　採取した土は新聞紙の上など
で十分に乾かす。

1．土を採る場所
　田んぼの4角付近と真中の計
５カ所より、それぞれコップ1
杯分の土を採取
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「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

◎担い手支援関係◎営農情報

農業経営者組織協議会の皆さまへ
確定申告はお済みですか？

　令和５年度の確定申告期限が迫っております。
　ＪＡえびの市本店に申告会場を設けておりますので、農業経営者組織協議会（旧
青色申告会）会員で、まだ申告手続きがお済みでないかたは、お早めにご来場をお
願いいたします。

１．申告会場　　ＪＡえびの市　本店２階　小研修室
２．申告期限
　　　所得税・・・令和６年３月１５日（金曜日）
　　　消費税・・・令和６年４月１日（月曜日）

◎お問合せ先：ＪＡえびの市農業経営者組織協議会
　　　　　　　ＴＥＬ ３３−３１０４

農作業のご相談はアグリランドへ！
　現在、各種作業の受託受付を行っておりますのでお気軽にご相談ください！
　堆肥散布・耕起等、高品質・高収量へ向けた土作りは「アグリランド田の神さぁ」へ
お任せください！

お申し込みは
－ 丁寧な作業をお約束! －

（株）ＪＡアグリランド田の神さぁ
TEL 33―0111

※作業料は、「JAえびの市農業機械銀行農作業料金表」に準じます。
※担い手支援課および各支店にも申込書を準備しております。
※田植の予約は４月３０日までにお願いします。
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お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　ＪＡえびの市の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円はＪＡえびの市への出
　　　　　　　　　　資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中
両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）
お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA葬祭へご相談下さい。 えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）
お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727 ㈹

葬儀社社員 大募集！！
㈱ジェイエイえびの市葬祭では、正社員を募集しています。
賃金は？仕事内容は？職場環境は？などなど気になることは
なんでも！お尋ねください。（電話・リモートでも質問を受け付けます）
　　　　　　㈱ジェイエイえびの市葬祭　☎ 0984-35-0727 ㈹ ja-ebino.com
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

3
月
下
旬
か
ら
4
月
上
旬

ま
で
の
学
校
の
休
暇

2　

イ
エ
ス
の
反
対
語

3　

俳
句
や
和
歌
で
規
定
よ
り

音
数
が
多
い
も
の
の
こ
と

4　

い
い
か
げ
ん
な
こ
と
は
し

ま
せ
ん

6　

海
に
潜
っ
て
貝
な
ど
を
採

り
ま
す

9　

ど
こ
か
ら
か
梅
の
花
の
―

―
が
漂
っ
て
き
た

10　

卒
業
生
が
校
長
か
ら
卒
業

―
―
を
授
与
さ
れ
た

11　

捕
手
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組

み
ま
す

13　

原
稿
―
―
、
投
票
―
―

14　

雨
宿
り
の
と
き
に
借
り
ま

す

16　

姫
路
や
彦
根
、
松
本
の
も

の
が
有
名

★
タ
テ
の
カ
ギ

2　

歌
の
う
ま
さ
を
競
う
イ
ベ

ン
ト

5　

釣
り
で
使
う
擬
餌
針
の
こ

と

7　

舌
で
感
じ
取
る
も
の

8　

日
本
一
高
い
も
の
は
３
７

７
６
ｍ
あ
り
ま
す

9　
「
峠
の
―
―
」
は
群
馬
県
・

Ｊ
Ｒ
横
川
駅
の
名
物
駅
弁

で
す

11　

人
や
車
が
行
き
来
す
る
道

の
こ
と

12　

こ
の
よ
う
な
役
を
演
じ
ら

れ
る
と
は
役
者
―
―
に
尽

き
ま
す

14　

も
の
を
記
憶
す
る
器
官

15　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
、
ジ
ャ
ー

ジ
ー
と
い
え
ば

16　

寄
せ
書
き
に
使
っ
た
り
サ

イ
ン
を
も
ら
っ
た
り

17　

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
贈
る
こ

と
も
あ
る
、
ふ
わ
ふ
わ
と

軟
ら
か
い
お
菓
子

２
月
号
の
当
選
者

２
月
号
の
答
え
は「
シ
ユ
プ
ー

ル
」で
し
た
。正
解
者
10
人
の
中

か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
西
　
元
　
敬
　
子（
飯
　
野
）

▽
川
　
野
　
マ
ス
ミ（
飯
　
野
）

▽
里
　
岡
　
カ
ズ
子（
加
久
藤
）

▽
岡
　
村
　
輝
　
美（
真
　
幸
）

▽
八
ヶ
代
　
佐
夜
子（
真
　
幸
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

３
月
19
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
４
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
ご
ま
あ
え
の
素
と
塩
こ
う

じ
パ
ウ
ダ
ー
の
セ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

エーコープ
「ごまあえの素」
「塩こうじパウダー」

2点セット!!

3年 5年 固定金利も

お取り扱いしています

最大で
年0.45％

引下げ

年1.10％

年1.55％

【固定変動選択型】
10年固定金利

がん 脳卒中
急性心筋梗塞

死亡・後遺障害保障に加え
所定の状態と診断されたら

住宅ローン
残高が 0円に

対象住宅ローンの金利に

＋年0.06％上乗せでOK！
※実際の融資金利はお近くのＪＡ窓口までおたずねください

取扱
期間三大疾病保障付

ＪＡ住宅ローン サポート３

お問い合わせは
融資センター 35-1212
本店金融課 33-3103

＋

1.16％
合わせて

令和6年2月1日㈭～令和7年1月31日㈮



（16）令和６年３月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和６年３月５日発行 （16）

広
報
Ｊ
Ａ
え
び
の

〈
発

行
〉

〒
889-4311　

宮
崎

県
え

び
の

市
大

字
大

明
司

1061-1　
え

び
の

市
農

業
協

同
組

合
　

　
　

　
　

　
　

〈
編

集
〉

総
務

課
　

　
令

和
６

年
３

月
５

日
発

行

行　　事　　予　　定
令和６年３月１１日～令和６年４月１０日

　

２
月
９
日
、
２
月
27
日
、
本
店
で
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
の
審
議
事

項
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
９
日

◉
審
議
事
項
◉

■
臨
時
総
代
会
の
開
催
並
び
に
提
出
議

案
と
議
決
権
行
使
書
の
取
扱
い
に
つ

い
て

■
臨
時
総
代
会
資
料
（
各
議
案
の
内
容
）

に
つ
い
て

２
月
27
日

◉
審
議
事
項
◉

■
令
和
５
年
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

■
信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度
額
に
つ

い
て

■
令
和
６
年
度
貸
付
利
率
の
最
高
限
度

に
つ
い
て 

■
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
の
借
入
と

融
資
に
つ
い
て

■
固
定
資
産
取
得(

複
合
機)

に
つ
い
て

■
借
入
金
の
令
和
５
年
度
実
績
お
よ
び

令
和
６
年
度
計
画
に
つ
い
て

■
給
与
規
程
と
臨
時
職
員
就
業
規
則
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

■
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
え
び
の
市
地
区
本
部

第
17
回
総
代
・
地
区
本
部
運
営
代
表

者
選
挙
に
つ
い
て

■
合
併
46
周
年
記
念
式
典
の
開
催
に
つ

い
て

■
令
和
５
年
度
農
協
法
に
基
づ
く
開
示

債
権
圧
縮
計
画
の
実
績
と
令
和
６
年

度
農
協
法
に
基
づ
く
開
示
債
権
比
率

の
目
標
設
定
に
つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

■
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
生
産
基

盤
維
持
対
策
に
つ
い
て

■
大
口
与
信
先
上
位
30
先
に
つ
い
て

■
令
和
５
年
度
下
期
に
実
施
し
た
内
部

監
査
報
告
に
つ
い
て

■
令
和
５
年
度
内
部
監
査
業
務
活
動
報

告
に
つ
い
て

■
内
部
監
査
に
関
す
る
内
部
評
価
報
告

に
つ
い
て

■
資
産
査
定
の
結
果
に
つ
い
て

■
令
和
５
年
度
組
合
員
の
加
入
・
脱
退

の
状
況
に
つ
い
て

■
県
域
Ｊ
Ａ
設
立
に
伴
う
看
板
更
新
に

つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

■
令
和
５
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
状
況
及
び
評
価
・

改
善
に
つ
い
て

■
相
談
・
苦
情
等
対
応
状
況
の
定
期
報

告
に
つ
い
て

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て

■
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
真
幸
店
営
業
日

に
つ
い
て

■
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の
神
さ
ぁ

の
令
和
５
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

■
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
え
び
の
市
葬
祭
の
令

和
５
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

３

11 月 ふれあい日

13 水 郡子牛品評会ＪＡ－ＳＳ感謝セール

14 木 ＢＬ採血

15 金 春の総合展示会（～１６日）所得税確定申告締切

18 月 子牛セリ市（～２０日）

19 火
道の駅えびの休業日
廃プラ集積日（ポリフィルム）
オーツヘイ即売会

20 水
春分の日
ＪＡ休業日
県下一斉消毒の日

23 土 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

27 水 耳標装着相続無料相談会

28 木 耳標装着

29 金 成牛セリ市（妊娠牛）

31 日 ＪＡ−ＳＳ臨時休業

４

1 月 宮崎県農業協同組合 設立
消費税申告締切

2 火 五種混合予防注射

3 水 五種混合予防注射ＪＡ－ＳＳ感謝セール

4 木 五種混合予防注射

5 金 五種混合予防注射

8 月
ＪＡ馬頭観音祭
ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（６月セリ市分）

9 火 成牛・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市

10 水 ふれあい日


